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事業の名称  
「耐震補強及び新築物件に用いる漆喰を用いた木造耐力壁の開発事業」 

事業者情報 事 業 者 名 ：中島左官株式会社 
事業担当者名：中嶋正雄  
連 絡 先：0587-54-1919 

補助事業の

区分  
木造住宅・建築物等の整備推進に関する 
  ①調査を行う事業     ②普及を行う事業    ③技術基盤強化を行う事業 
以上の①から③の中から該当するものを選択し、○をつけて下さい。） 

１．事業の概要 
 社寺建築等の耐震改修においては、その建物の特徴上開口部が多く意匠性を損なわずに耐力壁

を設置できる部分は非常に限られている。よって、一つの耐力壁に大きな耐力性能が要求される

事となり、さらに意匠上漆喰仕上げ等にする必要から、漆喰塗り用の下地の厚さ等を考えると、

構造耐力を負担できる“構造”部は非常に限られてきてしまう。新築の社寺等の物件においても

同様な事が言える。本事業の開発では、漆喰壁を含んだ複合的な耐力壁の開発を行う。社寺建築

等の耐震補強及び、新築の耐力壁における必要性能（構造及び意匠）を満足できる新しい耐力壁

の開発を進める。本事業においては、自社ホームページでの実験データの公開を行う。公開した

実験のデータは、新しい工法の開発等の基礎的データとして申請者以外の者が利用し、新工法の

開発等へ利用していく事を可能とする。公開ページ 

（http://www.centerland.co.jp/nakajima.html）

（事業実施体制） 
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２．事業で得られた成果 
 

（１） 実験条件 

実験は、水平加力試験とし、社寺での利用を考えて柱を 150 角とした MO-A タイプと、一般住宅で

の利用を考え柱を 105 角とした MO-B タイプの２種類を設定し、漆喰壁の高さの違いによる耐力の

差を確認するために横架材内法高さを３種類設定した。なお、実験は同一タイプで同一高さの試験

体を各３体行った。 

 ・MO-A タイプ 柱 150 角 横架材内法高さ 2700（MO-A27）、3000（MO-A30）、3300（MO-A33） 

 ・MO-B タイプ 柱 105 角 横架材内法高さ 2700（MO-B27）、3000（MO-B30）、3300（MO-B33）   

 
（２）実験結果 

・MO-A タイプ：壁倍率で６～7倍程度の性能が確認された。建築基準法上の壁倍率の上限が 5 倍

である事から木造の耐力壁としては、非常に高倍率の性能であるといえる。横架材内法高さが

低い方が耐力が高い傾向があり、MO-A27 と MO-A33 を比較すると高さが 20％程度の違いに対し

て、耐力は 17％程度の違いとなった。すべて特定変形角 1/150rad．の耐力で基準耐力が決定

されており、いずれの試験体も塑性率が 6.0 程度、Ds で 0.3 程度であり、十分な塑性変形能力

がある事が確認された。Ds=0.3 程度であるので、一般的な構造用合板を用いた耐力壁と同等で

あり、設計において構造用合板との併用も問題ないと思われる結果が出た。下記に評価された

壁倍率を示す。 

 

・MO-B タイプ：壁倍率で 4～6倍程度の性能が確認された。MO-B27 においては、MO-A タイプと同

様の耐力性状が確認され、Ds も 0.3 程度であった。MO-B30 と MO-B33 のおいては、３月１１日

の震災の影響を受け一部損傷し、試験前に漆喰の剥離が発生したため、それぞれ２体の試験体

を再度塗り直し、試験を行った。塗り直しによる施工時期や施工精度の違いによるバラツキが

見られ、結果に大きな違いが生じた。今後、同じ性能を確保するための施工方法等の課題が残

った。 

 
 
                          

 
 

MO-A27 MO-A30 MO-A33 MO-B27 MO-B30 MO-B33

1体目 24.52 kN 24.68 kN 23.92 kN 22.10 kN 9.93 kN 15.62 kN

2体目 27.93 kN 23.25 kN 20.81 kN 22.10 kN 19.53 kN 16.13 kN

3体目 28.06 kN 22.00 kN 24.07 kN 21.66 kN 18.10 kN 18.51 kN

平均値 26.84 kN 23.31 kN 22.93 kN 21.96 kN 15.86 kN 16.75 kN

バラツキ係数 0.97 0.98 0.97 1.00 0.87 0.96

短期基準耐力 26.06 kN 22.79 kN 22.23 kN 21.86 kN 13.86 kN 16.16 kN

壁倍率 7.31 6.39 6.23 6.13 3.89 4.53

事業の名称 
 

「耐震補強及び新築物件に用いる漆喰を用いた木造耐力壁の開発事業」 

実験の様子（MO-A27）
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事業の名称 
 

「耐震補強及び新築物件に用いる漆喰を用いた木造耐力壁の開発事業」 

３．今後の展望及び成果の普及方法 
 MO-A タイプでは概ねバラツキなど無く、良好な結果が得られた事から、社寺の耐力壁、耐震補強用

の工法として、実験値を利用した設計が可能と思われる。 
今後、壁倍率の大臣認定取得を予定しているが、MO-A タイプにおいては、事前実験データとして利

用し認定範囲の決定等に役立てる事ができると思われる。壁倍率取得後は、新築及び耐震補強での利用

が容易になり、簡易計算での設計も可能となる事から、広く普及が見込まれる。しかし、本工法は施工

手順や管理基準等に気をつける点が多くある事から、間違いの無い施工方法を身につけてもらうために

も、施工講習会等を行い広く利用可能になるように普及を図っていく。また、今回の実験データは、ホ

ームページでの公開を予定しており基礎データとして一般の利用を可能にする。新しい工法の開発にお

ける参考データとしての利用も可能であるし、実験データをそのまま用いた設計（特に限界耐力計算等

では荷重-変形関係のデータは有効である）において活用が可能である。 
社寺建築での使用を考えている MO-A タイプでは、耐震補強において使用する場合、終局耐力は短

期の基準耐力の 1.6 倍以上ありかつ、Ds が 0.3 程度である事から理想的な性能であると思われる。耐

震補強は終局耐力と塑性変形能力が重要視されるため、本事業における実験結果をそのまま利用した普

及も考えられる。今後、社寺の耐震改修の事業があった際には、実際の利用を積極的に考え実績を積ん

でいきたい。 
今後の問題点は、MO-B タイプで見られた施工誤差による耐力への影響が考えられる。大臣認定の取

得には、性能の再現性が最も重要であり、バラツキが大きい事は問題として非常に大きい。漆喰の調合

に関しては、プレミックスタイプとする事で解決可能であると思われる。工場での一貫生産・調合管理

を行う事で、バラツキはかなり押さえる事ができる。また、季節によって調合を変える必要性を検証す

る要素実験等を行う必要もあると思われる。これらにより材料によるバラツキは解決できると思われ

る。施工者の違いによるバラツキは、単位面積あたりに使用する漆喰の量の制限等で塗り厚以外にも密

度の管理を行い、さらに講習修了者のみ施工できるシステムを考えているので、講習会では施工実習等

の必要性も考えていく。講習会は、各地の工務店、左官業者を対象に行い、工法の理解、施工上の注意

点、管理基準等を説明していく。施工実習なども行い、確実な施工と管理方法の習得を目指す。 
 
 

 


